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湯
本
求
真
『
皇
漢
医
学
」
初
版
の
二
年
後
、
一
九
二
九
年
に
中

華
民
国
政
府
は
中
医
廃
止
案
を
批
准
。
そ
の
一
対
抗
手
段
と
し
て

同
年
末
、
本
書
の
中
国
訳
が
上
海
で
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に

報
告
し
た
。

こ
の
中
国
版
の
出
版
予
告
広
告
に
魯
迅
が
い
ち
早
く
反
応
し
、

エ
ッ
セ
イ
「
皇
漢
医
学
」
を
同
八
月
五
日
の
「
語
絲
」
に
発
表
し

て
い
た
の
を
最
近
知
っ
た
。
当
エ
ッ
セ
イ
は
、
か
っ
て
日
・
中
の

魯
迅
研
究
や
医
史
学
研
究
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
こ

で
い
く
つ
か
の
問
題
と
疑
問
を
考
察
し
て
み
た
。

ま
ず
魯
迅
は
、
伝
統
医
の
「
国
医
」
な
ど
守
旧
派
の
動
き
に
懐

疑
の
目
を
向
け
る
。
つ
い
で
新
聞
に
載
っ
た
『
皇
漢
医
学
」
の
広

告
か
ら
、
湯
本
求
真
と
当
書
の
紹
介
、
お
よ
び
「
博
引
傍
証
は
ま

こ
と
に
立
派
」
と
い
う
部
分
ま
で
を
引
用
す
る
。
さ
ら
に
当
書
を

賛
美
す
る
中
国
人
の
心
理
を
、
次
の
よ
う
に
皮
肉
る
。

3

魯
迅
の
エ
ッ
セ
イ
「
皇
漢
医
学
」
に
つ
い
て

真
柳
誠

「
我
々
『
皇
漢
』
人
は
、
実
に
お
か
し
な
癖
が
あ
る
。
外
国
人

が
我
々
の
欠
点
に
言
及
す
る
と
、
聞
こ
う
と
し
な
い
が
、
ほ
め
ら

れ
れ
ば
す
ぐ
に
信
じ
こ
む
」

こ
の
「
皇
漢
」
は
和
製
漢
語
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
国
学
と
漢
学

を
尊
皇
的
に
皇
漢
学
と
い
い
、
明
治
十
四
年
こ
ろ
か
ら
和
漢
学
に

な
っ
た
。
む
ろ
ん
求
真
は
「
和
漢
医
学
」
の
意
味
で
「
皇
漢
医

学
」
を
用
い
て
い
る
。
他
方
、
中
国
で
は
漢
武
帝
を
秦
始
皇
と
同

列
に
し
、
「
秦
皇
漢
武
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
た
め
か
、
日
本
人
が
い

う
皇
漢
を
中
国
へ
の
尊
称
と
誤
解
し
、
皇
漢
医
学
を
「
偉
大
な
中

国
」
医
学
と
受
け
取
っ
て
い
た
。
魯
迅
は
皮
肉
を
込
め
た
つ
も
り

で
「
我
々
『
皇
漢
」
人
」
と
記
す
が
、
本
来
の
意
味
を
知
っ
て
い

た
ら
、
こ
ん
な
表
現
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

次
に
岡
千
侭
の
中
国
旅
行
記
『
観
光
紀
淀
」
か
ら
、
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
年
七
月
）
二
十
三
日
の
記
述
を
引
用
す
る
。
千
個

を
訪
ね
て
き
た
中
国
人
・
夢
香
と
の
筆
談
部
分
で
、
次
の
よ
う
に

言
い
あ
う
。

「
夢
香
は
さ
か
ん
に
多
紀
氏
の
医
書
を
ほ
め
る
。
余
曰
く
、
「
敞

邦
は
西
洋
医
学
が
全
盛
で
、
も
は
や
多
紀
氏
の
書
を
手
に
と
る
者

は
い
な
い
。
そ
こ
で
原
版
を
上
海
の
書
騨
に
売
っ
た
の
で
あ
る
。
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役
に
た
た
ぬ
使
い
ふ
る
し
の
謁
狗
だ
」
と
。
彼
曰
く
、
『
多
紀
氏

の
書
は
仲
景
氏
の
奥
義
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
将
来
、
日
本

人
は
か
な
ら
ず
後
悔
す
る
で
し
ょ
う
』
と
」
。
さ
ら
に
千
例
が
反

論
す
る
と
夢
香
は
黙
り
、
そ
れ
へ
の
千
側
の
感
想
ま
で
が
引
用
さ

れ
る
。魯

迅
は
次
に
、
い
ま
中
国
の
文
人
・
武
人
は
外
国
の
「
役
に
た

た
ぬ
使
い
ふ
る
し
」
を
買
う
が
、
「
改
革
へ
の
英
気
」
が
あ
る
千

例
の
「
好
意
的
な
苦
言
」
は
参
考
に
な
る
、
と
記
す
。
つ
ま
り
千

例
の
言
葉
を
借
り
、
守
旧
的
中
国
人
を
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
当
エ
ッ
セ
イ
の
全
登
場
人
物
中
、
『
魯
迅
全
集
』
の
中
国

版
・
日
本
版
は
、
夢
香
お
よ
び
一
緒
に
千
例
を
訪
ね
た
竹
孫
だ
け

に
注
し
な
い
。
近
年
ま
で
の
魯
迅
研
究
も
二
人
に
言
及
し
な
い
。

一
方
、
「
観
光
紀
瀞
』
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
背
景
等
が
分
か
る
。

千
個
は
日
本
か
ら
同
船
の
王
仁
乾
・
楊
守
敬
と
懇
意
に
な
っ

た
。
上
海
で
は
同
年
一
月
末
か
ら
来
て
い
た
昌
平
費
同
窓
の
岸
田

吟
香
と
再
会
、
つ
い
で
仁
乾
・
守
敬
と
杭
州
・
蘇
州
へ
旅
行
す

る
。
エ
ッ
セ
イ
の
引
用
は
当
旅
行
部
分
で
、
慈
渓
か
寧
波
付
近
の

仁
乾
宅
に
滞
在
時
の
こ
と
。
議
論
の
相
手
は
漏
夢
香
二
梅
）

で
、
蘇
州
の
儒
者
・
命
曲
園
の
高
足
だ
っ
た
。
曲
園
は
吟
香
の
上

海
楽
善
堂
を
通
し
て
日
本
の
書
を
買
い
集
め
、
日
本
漢
詩
に
評
注

し
た
『
東
漏
詩
選
』
を
編
纂
し
た
。
当
書
に
千
例
の
詩
も
収
め
ら

れ
て
い
た
の
で
、
夢
香
が
訪
ね
て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
守
敬
は
渭
国
大
使
の
招
き
で
明
治
十
三
年
（
一
八
八

○
）
に
来
日
、
日
本
で
蒐
集
の
古
典
籍
三
万
余
巻
を
携
え
帰
国
す

る
と
こ
ろ
。
彼
は
多
紀
父
子
等
の
著
作
版
木
一
三
種
も
購
入
、

『
聿
修
堂
医
学
叢
書
』
と
名
づ
け
、
こ
の
年
、
中
国
で
重
印
し
た
。

仁
乾
は
清
国
大
使
館
員
で
、
『
聿
修
堂
医
学
叢
書
』
に
感
服
。

浅
田
宗
伯
ら
の
診
療
を
受
け
て
日
本
の
腹
診
を
知
り
、
温
知
社
の

松
井
操
が
漢
訳
し
た
多
紀
元
堅
の
腹
診
書
『
診
病
奇
核
』
を
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
日
本
で
印
刷
、
中
国
に
頒
布
し
た
。

す
る
と
夢
香
の
い
う
多
紀
氏
の
書
は
、
時
間
的
に
守
敬
の
重
印

本
で
あ
り
え
な
い
。
吟
香
経
由
で
日
本
の
印
本
を
見
た
の
だ
ろ

う
。
多
紀
氏
の
原
版
が
上
海
の
吉
騨
に
売
ら
れ
た
、
と
千
例
が
い

う
の
は
、
吟
香
と
守
敬
の
活
動
を
混
同
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（
茨
城
大
学
人
文
学
部
／
北
里
研
究
所
東
医
研
）


